
市民との意見交換会・報告書（東山地区）

 参加人数：男性　７名、女性　３名、合計　10名（うち班外議員 　０名）（他自治体等傍聴者 　０名）

会場の雰囲気、次回に向けての反省点、申し送り事項など

１．意見交換の総括
　⑴　議会報告、市政全般についての総括
      地区別テーマとして「まちづくり」を取り上げ、意見交換を行った。その際に人と地域をつなぐ会より担い手の問題があること
　　を提起いただき、人づくりの点での意見交換を行った。仕組みがあれば課題を解決することができる点の紹介をいただいた。
　　　ひとづくりはまちづくりに繋がる点を相互に意見交換を行った。

　⑵　地区別テーマについての総括
　　①　地区別テーマ
　　　　東山地区のまちづくり
　　②　テーマ設定の理由、背景
　　　　コロナ禍の中での地区特有のまちづくりについて意見交換をする必要があると考えた。どのように地域のまちづくりができて
　　　いくのか、その背景としては、どのような要素が必要なのかを明らかにしていく必要があると考えた。
　　③　主な地域課題
　　　　まちづくりに必要な人材育成

 開催場所：東山公民館　

 開催地区：東山地区  開催日時：令和４年５月10日（火）　　18時30分　～　19時46分

 担当班　：第５班（出席議員）古川雄一、後藤守江、村澤　智、大山享子、松崎　新
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分類 番号 対応
市の予算が少ないので見直しをしないといけな

いと考える。観光地は観光客が来てお金を落とし
ていく。観光客に来てもらうためには、背炙り山
にケーブルカーを設置すべきと考える。市民の税
金を少なくして、その分の税金は、議員が考える
のが、議員の仕事だ。

　税収は、減ってきているわけではない。個人税
は、現役世代や年金受給者の方から安定的に納税
され、一方で、若者が不安定な収入になっている
事例もある。また、固定資産税で税金は安定的に
納税されている。ご安心ください。税金を低くす
るのか高くするのかについては、悩ましい問題で
す。国が多くの税率を決めていること。会津若松
市が税率を決めることも可能ですが、そのために
は市民と丁寧に税金について考え、合意形成を図
らなくてならない。税収が減れば、国の制度であ
る地方交付税で補てんされることになるのでバラ
ンスよく運営されている。

〇 ① 財政

公園緑地について東山地区16町内会の中で、高
齢化で公園の管理・整備が出来ない町内会が増え
てきている。また、公園管理を業者にお願いして
いる町内が出てきた。公園で遊ぶ子どもが少な
く、土・日でもほとんど公園で利用している方が
いない。時代に合う公園の在り方を考える必要が
ある。そこで、公園を家庭菜園にできないか。花
を栽培し住民に配ることは出来ないか。住民のコ
ミュニケーションの場にすべきとの声が出てい
る。東山地区にフラワーパークのような場、街並
みが良くなるような地区になってほしい。

　公園の整備についてですが、公園整備の体制を
整えようとする町内会が出てきている。遊具につ
いては長寿命計画があり、毎年計画的に遊具を更
新している。遊具交換について児童、生徒にアン
ケートを取り実施している。そうしたことで児
童、生徒が公園の遊具で遊んでいる。

〇 ① 公園

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況 ※項目

キーワード

○　議会報告、市政全般について
※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済

②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答
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分類 番号 対応
市民の発言内容 議会（議員）の発言内容

処理状況 ※項目
キーワード

○　議会報告、市政全般について
※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済

②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答

町内の公園で行いたいことがある。東屋を利用
した公園の活用について考えている。そこで、東
屋、トイレの設置について市に要望した。また、
グラウンドゴルフをしたいので申請した。

　公園の時代にあった在り方については、住民の
コミュニケーションの場であり、東屋を利用した
公園の活用について話されました。これから住民
合意を図ること。行政に要望するだけでなく、住
民の皆さんが参加すること。行政の方と一緒に住
民の皆さんの考え方を形にすることだと思う。可
能性を皆さんと話し合うことだと思う。

〇 ① 公園

地域を変えるのは議員の仕事だと思う。市の弁
護士相談の件ですが、上から目線の弁護士がい
る。市民の目線で行っていただきたい。

　

〇 ②
市民サー
ビス

　前回の意見交換会で新型コロナウイルス感染症
対策としてのワクチン接種について、予約するの
に電話がつながらなく改善を要望した。2回目以降
の予約については、公民館などで職員がタブレッ
ト端末で予約をしていただきスムーズに予約が取
れた。感謝申し上げる。

　

〇 ② 医療

　東山地区で建設中の砂防ダムの進捗状況につい
て説明してください。

　県の事業であるので県の担当から聞き、その後
報告する。

〇 ③

後日調査し、事
後報告する。
（事後処理報告
書Ｐ９に記載）

防災・安
全

　町内の危険な箇所の修繕の手続きについて、担
当者は、個人からの要望でなく町内会でまとめて
申請してください、と説明。このことはわかる
が、区長の仕事について軽減していただけない
か。

議会で取り上げている案件である。修繕箇所を
スマホで写真に撮り市の担当課にメールで送る。
担当課は、写真で確認、修繕箇所のデータが蓄積
される。住民と担当者の軽減につながる。修繕
は、危険度などの優先順位はあるもののスマホや
タブレット端末を使った情報収集と仕事の軽減策
について取り上げている。

〇 ① 地域社会
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○　地区別テーマでの意見交換について

分類 番号 対応
本日の意見交換会の中で、まちづくりをどのよ

うにしてつくりあげているのか教えていただきた
い。

会場の雰囲気、次回に向けての反省点、申し送り
事項など

１．意見交換の総括
　⑴　議会報告、市政全般についての総括

地区別テーマとして「まちづくり」を取り
上げ、意見交換を行った。その際に人と地域をつ
なぐ会より担い手の問題があること

を提起いただき、人づくりの点での意見交換
を行った。仕組みがあれば課題を解決することが
できる点の紹介をいただいた。

ひとづくりはまちづくりに繋がる点を相互
に意見交換を行った。

会津若松市は、市全体で住民福祉のサービスを
行いたいと考えているが、全てを行える人材と財
政の問題をかかえている。議会は、市全体のサー
ビスは維持しそのうえで、地域に特化したまちづ
くりが出来ないか。福祉サービスが出来ないかと
考えている。課題の一つは地域の定義である。例
えば、学区と町内の範囲、消防団の範囲、民生児
童委員会の範囲と地域が異なっている。しかしな
がら市民の方々は、地域をより良くしたいと活動
しているので、議会は地域の定義をつくるべきと
提言している。そうした地域の中で福祉について
も民生児童委員会だけで取り組むのではなく、区
長会や保健委員会などの団体と進めていただきた
いと考えている。東山地区の素晴らしいところ
は、福祉関係について区長会や懇話会や各種団
体、事業所の方と進めていることである。議会
は、東山地区の良い取り組みの事例を取り上げ、
他の地区へ広げるよう提言している。こうした取
り組みは、湊地区、北会津地区、河東地区で行わ
れ、大戸地区や高野地区に広がっている。各地区
には地区社会福祉協議会がつくられてきている。
議会は、地域の皆さんの声を聴き、どのようなこ
とをしたいのか丁寧に話し合いを積み重ねた組織
づくりを支援すべきと執行機関に話をしている。
議会はまちづくりを応援していきたいと考える。

〇 ②

→　東山地区のまちづくりについて

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答
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○　地区別テーマでの意見交換について

分類 番号 対応

→　東山地区のまちづくりについて

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答

人と地域をつなぐ会の課題は、「人がいない」
「役員の担い手がいないので各種団体の役員がダ
ブっている」「人材がいない」「若い方の参加が
少ない」「高齢者が役員を担っている」そういう
中で活動が難しくなってきている。人と地域をつ
なぐ会からどのように活動していくのかわからな
いとの意見が出された。ノウハウがないこと。人
材の確保について。人材育成について応援してい
ただければと思っている。意見交換で、つながり
方、情報収集について紙ベースの世代、インター
ネット、ＳＮＳ等世代、世代によって違いがあり
様々なやり方があるのが分かった。会の活動の中
で話が出されているのは、個人情報と事業の関係
の整理、秘密保持のことである。会員はボラン
ティアで行っているので、どのような行為がゆる
されて、できないのか分からない。この課題解消
に向け教えてほしい。また、子どもへの支援で出
されたのは、子ども食堂のこと。食材の提供は、
食品衛生法の関係、食材保管の関係になれば、保
健所との関係、冷蔵庫や電化製品などは、費用の
問題が出てきた。どのように乗り越えていくのか
分からない。

一つの事例として湊地区の取り組みがある。湊
地区まちづくりの生産部会では、市場を開催し野
菜を販売している。残った野菜は、子ども食堂に
提供している。湊から中心市街地に野菜を運んで
いるのは、生産部会の方ではなく、湊地区のまち
づくりを支えている企業。定期的に会社の車で野
菜を運んでいる。つまり、会員や会で全てを行う
のではなく、協賛していただける事業者や協力者
にお願いすること。この仕組みがあれば課題を解
決することが出来る。ぜひこうした取り組みを参
考にしていただきたい。

〇 ②
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○　地区別テーマでの意見交換について

分類 番号 対応

→　東山地区のまちづくりについて

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答

各種団体連絡協議会は、コロナ過で総会も出来
なくなっている。工夫すれば様々なことが出来る
と思う。民生児童委員のなり手がいないのはこれ
までもあった課題です。民生児童委員の報酬をあ
げることも一つのなり手不足解消につながるので
はないかと思う。町内会で子どもが少なくなり、
子どもと一緒に活動することが出来ない。高齢者
が多く家にこもっている。この事例について話を
している。各種団体協議会が活動することによっ
て変わってくると思う。

子どもに関して健康福祉部、教育委員会の所管
になっている。議会は、学校との連携を今後も
行っていく。人と地域をつなぐ会の活動について
教えてください。

〇 ②

　東山カフェの活動については、この３年間コロ
ナ禍により制限された中での運営になっている。
毎回約40人は集まり楽しい活動をしている。次に
100歳体操の実施状況は、毎週金曜日開催し約１年
５か月過ぎた。毎回約30名が参加し40分の運動を
している。東山地区以外の方も参加している。励
みになっているのは、市のつながりづくりポイン
ト事業（つなポン）でポイントがたまり、使える
こと。会員からの意見として、使える場所が少な
い、手続きも遅い、との声が出されている。100歳
体操では、何とか筋力をつけようと運動する高齢
者がいる。継続して活動することだと思う。

〇 ②
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○　地区別テーマでの意見交換について

分類 番号 対応

→　東山地区のまちづくりについて

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答

東山地区は、公民館で民生児童委員、区長さん
の電話番号を住民に渡している。主任児童委員で
自宅前に民生児童委員の看板を設置できないか話
をした経過がある。看板を設置することで私たち
の個人情報に対する不安が出され困難であるとの
結論に至った。市の生後１歳６か月教室のお手伝
いで民生児童委員に関するチラシを配り困りごと
があれば安心して相談してくださいと話をしてき
たが、コロナ過で密になるので３年間この活動は
出来ていない。

ヤングケアラーについて聞きたい。以前一箕地
区の意見交換会で同様の話が出された。高校進学
を控えた中学３年生のお母さんが心の病で、生徒
はだれに相談してよいのかわからなかった。その
後、学校と民生児童委員や市の福祉担当者がケー
ス会議を開催し、結果として課題の解決につな
がった。その時の意見交換会では、「民生児童委
員に相談してほしかった」との発言に対し「誰が
民生児童委員なのかわからないので相談できな
かった」といった趣旨の発言があった。若い方は
「私たちは、ＳＮＳでつながっているので情報は
ＳＮＳで情報交換している」と発言した。この事
例から、学校の方々と話をし、お父さん、お母さ
んの情報でヤングケアラーについて教えてもらえ
るのでは。もう一つの事例は、秋田県藤崎町の取
り組みです。介護の職員が個人宅を訪問しひきこ
もりの方がいることを知り。そこから、福祉サー
ビスにつないでいたことを聞いてきた。一人でも
見つかれば皆さんにつながることになる。その経
験を次の方につなぐことが可能になるのでは。

〇 ②
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○　地区別テーマでの意見交換について

分類 番号 対応

→　東山地区のまちづくりについて

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答

　東山地区は子ども食堂がない。子どもだけでは
東山地区から足を延ばすことが出来ない規則に
なっています。さらに高齢者に対しても支援が出
来ないのか考えている。東公民館で食料品を配る
ことは出来ないか、その取り組みがあったらいい
よねと話をしている。

社会福祉協議会が、困った方に食料品を配布し
ている。この事業は、市役所の地域福祉課で食料
を配布できるようになった。同じように、市の施
設である東公民館で食料品を配ることは可能だと
思う。そうなれば地域の方が来て利用できる。一
つの地区社会福祉協議会の活動になると思う。関
係者で話し合いを進めてみてはどうか。

〇 ②

福祉のボランティアについてですが、福祉は、
行政の仕事であり政治の問題であると思ってい
る。 〇 ②

私の町内は、アパートが多く町内会に入ってい
るのは、約60％です。町内会必要なのか。町内会
について関心がない。総会は組長と役員だけの参
加。関心がない。表札がない。隣に誰が住んでい
るのかわからない現状です。 〇 ②
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東山　地区

件名 処理（対応）内容 備考

１．慶山沢の砂防ダム建設進
捗状況   　　　　 （Ｐ３）

【市民からの要望・質問】
　東山地区で建設中の砂防ダムの進捗状況について説明してくださ
い。

【事後処理結果】
・事業期間　平成24年度～令和７年度予定
・工事費　約70億円
・砂防堤提　２か所建設
　　１号砂防堤提　堤提髙　13.5m　　堤頂長　76.4m
　　２号砂防堤提　堤提髙　 8.5m　　堤頂長　42.0m
　
　説明によれば順調に工事が行われている。

市民との意見交換会・事後処理報告書

阿賀野川水系慶山沢砂防ダム建設

概略図

2号

1号

飯盛山通り

出典 オープンストリートマップ
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